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「法テラス」は法的トラブル解決のための
公的な支援機関です

消費生活だより
　「サラ金で借りた借金を放置していたら、突然知らない会社から督促状が届いた。それも無視していたら、裁判所から
支払い督促が来た」というような相談をよく受けます。
　債務整理をしたいけれど、弁護士費用が払えない…という方には「法テラス」への相談をお勧めしています。「法テラス」
の民事法律扶助業務は、経済的に余裕がない方が法的トラブルにあった時に、無料で法律相談を行い、弁護士・司法
書士の費用の立替えを行う業務です。
　ただし、援助を受けるには、次の条件を満たすことが必要です。

① 月収、預貯金や不動産などが一定額以下であること。
② 勝訴の見込みがないとはいえないこと。
③ 民事法律扶助の趣旨に適すること。

また、法テラスの事務所が遠い場合は、法テラスと契約している専
門家に直接問い合わせることもできます。できるだけ早い段階で法律
相談を受け、早期にトラブルを解決できるように心がけましょう。
　詳しくは、鬼北町消費生活相談窓口（45-1111）にご相談ください。

法テラスサポートダイヤル　0570-078374
お な や み な し

コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　今月で鬼北町に来て１年になります。鬼
北町の皆さんはとても親切で、おかげでス
テキな時間を過ごせています。私は英語を
教えることが大好きなので、学校で働くこ
とがすごく楽しいです。
　文化や言語を交換するために、鬼北町
の皆さんにお願いがあります。それは、皆
さんの趣味や仕事について知りたいので、
ぜひ気軽に話しかけてほしいということで
す。毎日日本語の勉強を続けていますが、
まだすごく大変です。　
　先日、ポッポ温泉で知り合った方に「三
寒四温」という言葉を教えてもらいました。
また、三島小学校の校長先生と天気につ
いて話したときに「小春日和」という言葉

を知りました。僕は気象について特に興味
があるので、それに関する日本語を知れて
とてもうれしかったです。愛媛県の季節や
天候について、もっと学びたいと思ってい
ます。また、最近は漢字の勉強のために
毎日、愛媛新聞を読んでいます。新聞を
すらすら読めるようになることは、今年の
目標の１つです。漢字の読み方や文法など、
覚えることが多過ぎますが、とても楽しい
です！
日常会話にも使えるような表現や話し方

も、もっともっと学びたいので、お話しす
る中でたくさん教えてください！これからも
よろしくお願いします！

　昨年12月に紙漉きが始まり、今日に至り
ます。今年は、町内の小中学校などの紙
漉き体験が数回催されました。普段、作
業所に籠って黙 と々作業しているので、ど
うしても交流が少なくなってしまいます。そ
のような中で、泉貨紙（手漉き和紙）の歴
史や作り方を知っていただく貴重な機会と
なりました。
　また、紙漉きを体験された方の多くが、
難しい中にも面白さを見出されていたようで
した。
　紙漉きのよい所は、「今この瞬間」に集
中できる所だと思います。漉いている最中
は、一瞬の油断が失敗につながるので、

余計なことを考える暇がほとんどありませ
ん。個人種目のスポーツをやっている時に
近い感覚かと思われます。
　同じ動きを繰り返す作業が続くため、体
にこたえる部分はありますが、同時に感覚
器官や精神を整える効果もあるのではない
かと感じています。
紙漉きが癒しを

もたらすツールと
して、いつか注目
されるのでは…と
密かに期待してお
ります。

地域おこし協力隊活動日記

～Brian編～ 「Let’s exchange languages!」

　生まれ故郷の富母里地域を、人が訪れ
賑わう場所に…。そんな思いで、自宅裏の
ゆず畑を「花の森」に生まれ変わらせるプ
ロジェクトに取り組んでいる、那須史憲さ
ん。「花を見て怒る人はいない。花は人間
を優しくしてくれる」と花の魅力を語りな
がら、種々の花木を植え続けています。
那須さんが憧れを抱いている福島県の

「花見山公園」は、春になると桜・花桃・
蝋梅などが一斉に咲き誇る、見事な景観
に。「日吉にもこんな風景を作りたい！」と
昨年の春から始めたプロジェクトには、日
吉中学校の生徒が、郷土学習の一環でア
ジサイの苗植えを手伝ったり、卒業記念樹

として枝垂桜を植樹するなど、那須さんの
思いが地域にも波及しています。
　知り合いから苗木の提供や、苗代の寄
付の申し出もあり、「涙が出るほどうれしい」
と喜ぶ那須さん。協力してくれる方々の思
いを背に、十数年先のふるさとの賑わいを
夢見て、小さな苗木の１つひとつに願いを
込めながら取り組みます。「人口減少・少
子高齢化などと嘆いてばかりでは何も良く
ならない」「満開の枝垂桜が、棚田を流れ
落ちる滝に見えるようにしたい」と汗を流
す那須さんの姿勢は、真っすぐな郷土愛
で溢れていました。

「令和の花咲かじいさん、ふるさとの賑わいを夢見て」

「紙漉きの効能？」
地域おこし協力隊3年目

粟野　正臣
あわ  の　 　まさおみ

那須　史憲さん
 　 な　す　　 ふみのり

粟野　正臣
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